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 東北ハイテク研セミナー（みどりの食料システム戦略－グリサポ事業）（2025.2.13）報告  

 環境負荷低減による持続的農業構築のための様々な取り組み 
－みどりの食料システム戦略推進の現場での取り組み in いわて－ 

「みどりの食料システム戦略交付金」を活用した環境負荷低減・持続的農業構築のための東北地域

の取り組み（グリサポ事業）の成果・課題を紹介するためのセミナーを東北農政局及び岩手県と共催

で開催したので、主たる講演内容ならびに質疑討論の概要について紹介します。 

 

  

農林水産省が今後の政策の大きな柱の一つとしている「みどりの食料システム戦略」は、環境負荷

を大きく削減し、地域資源やローカルエネルギーを有効に活用し、世界中で問題となっている環境問

題への積極的な対応による持続的な農業の発展を目指す政策です。 

しかしながら、地球規模での目標を持った環境負荷低減農業を構築することは、簡単なことではあ

りません。そのため、農林水産省は地域レベルでの「みどりの食料システム戦略」に適合した取り組

を推進するため、「みどりの食料システム戦略交付金」を活用した地域の取り組みを支援するための

事業を展開しています。東北管内では、令和４～５年度完了地区 17 か所、６年度継続地区 17 か所、

６年度新規地区 19 か所で環境にやさしい栽培技術と省力化に資する技術の実証が行われています。 

本セミナーでは、「みどりの食料システム戦略交付金（グリサポ事業）」を活用した環境負荷低減・

持続的農業構築のために行われている岩手県の取り組みを紹介しますとともに、その成果・課題を関

係者が集まって討議することを目指しました。 

 

 

 

日  時：令和７年２月１３日（木） 

開催場所：開催場所：盛岡地域交流センター（マリオス）（岩手県盛岡市） 

開催方法：対面方式 

セミナーの目的 

開 催 日 時 

(No.80 2025.２) 
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参集範囲：農業生産者、有機農業・環境負荷低減農業に関心のある方、農業関係団体、行政機関、試

験研究機関、民間企業など 

主  催：東北地域農林水産・食品ハイテク研究会、東北農政局、岩手県 

 

 

セミナーの趣旨説明と司会進行（東北ハイテク研究会 門間 敏幸）  

挨拶：東北農政局 生産部 環境・技術課 農政調整官 石山 治之 氏 

＜グリーンな栽培体系への転換サポート事業の取り組みについて＞ 

話題提供：東北地域におけるグリーンな栽培体系への転換サポート事業の実施状況と主要な成果 

東北農政局 生産部 環境・技術課 農政調整官 石山 治之 氏 

話題提供：「岩手県におけるグリーンな栽培体系への転換サポート事業の展開」 

岩手県 農林水産部 農業普及技術課 農業革新支援担当 上席農業普及員 葉上 恒寿 氏 

＜実践事例の紹介＞ 

事例 1：久慈地域での取り組み（生分解性マルチと点滴かん水技術） 

紹介者：久慈農業改良普及センター 上席農業普及員 千田 裕 氏 

事例 2：防虫ネットと天敵利用によるトマト虫害の防止 

紹介者：岩手県農業研究センター 主任専門研究員 村上 珠利 氏 

事例 3：水稲の自動水管理＋流し込み追肥＋ドローン栄養診断 

紹介者：盛岡農業改良普及センター 上席農業普及員 臼井 智彦 氏 

事例 4：バイオスティミュラント（BS）資材による化学肥料使用量の削減 

紹介者：JA 全農いわて 園芸部 園芸特産課長 佐々木 章 氏 

＜総括講演と参加者による意見交換＞ 

総括講演：「グリーンな栽培体系への転換技術」 

農研機構 東北農業研究センター 緩傾斜畑作研究領域長 関矢 博幸 氏 

参加者による意見交換（ファシリテーター：東北ハイテク研究会 齋藤 雅典） 

「グリーンな栽培体系への転換サポート事業」を実施してみて 

 

 

 

東北ハイテク研究会の門間事務局長によるセミナーの趣旨説明、司会進行並びに齋藤 CD をファシ

リテーターとして質疑討論が行いましたので、その概要を紹介します。セミナーの資料については、

東北ハイテク研究会の HP （URL：https://www.tohoku-hightech.jp/seminar.html ）に掲載し

てある資料をダウンロードしてご覧ください。 

 

セミナー の 概 要 

プ ロ グ ラ ム 
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話題提供１：東北地域におけるグリーンな栽培体系への転換サポート事業の実施状況と主要

な成果  

東北農政局 生産部 環境・技術課 農政調整官 石山 治之 氏 

東北農政局の石山さんからは、農水省が令和 4 年度から 6 年度にかけて実施している「グリーン

な栽培体系への転換サポート」事業のねらいと内容ならびに東北地域における実施状況が説明された。

続いて令和 7 年度から新たに開始される「グリーンな栽培体系加速化事業（グリサポ事業）」とこれ

まで実施された事業の違いや応募条件などが説明された。それによれば、「グリーンな栽培体系加速

化事業のねらいは、これまでに実施された事業と大きく変わらないが、グリーンな栽培体系の普及に

向けた栽培マニュアルと産地戦略の策定に関わる産地の取り組みを支援することに重点が置かれて

いる。また、図１－１に示した事業の内容と流れが説明された。 

 

図１-１ 「グリーンな栽培体系加速化事業の内容と流れ 

話題提供２：岩手県におけるグリーンな栽培体系への転換サポート事業の展開 

岩手県 農林水産部 農業普及技術課 上席農業普及員 葉上 恒寿 氏 

岩手県の葉上さんは、岩手県におけるグリーンな栽培体系への転換サポート事業の取組状況・課題

と今後の展望について報告された。岩手県では令和 5 年度から取り組みが始まり（5 件）、令和 6 年

度は 18 件と多くの取り組みを実施した。その内訳は、農薬低減９件、肥料低減 6 件、温室効果ガス

削減３件であり、農薬・肥料の低減に大きなウェイトを置いて事業を実施したことがわかる。これら

の事業の主要なもの 6 事例について説明が行われた。 
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図２-１ 天敵昆虫・防虫ネット・防虫シート等による農薬低減+省力化 

 

 

図２-２ 堆肥の活用による化学肥料の削減とドローンによる省力防除 

ここでは、そのうちの２つの実証例について示しておく。他の実証例については、HP に掲載して

ある講演資料を参照してください。図２-１は、天敵昆虫・防虫ネット・防虫シート等による農薬低減

＋省力化の実証事例であり、アザミウマ類の物理的防除資材では、防虫ネットの効果が高かった点、

防虫ネット使用の場合の換気改善の重要性などが整理された。図２-２は、堆肥の活用による化学肥

料の削減とドローンによる省力防除の実証例であり、①実証区の莢数、稔実莢数、子実重は慣行区よ

り少ないが、②牛ふん堆肥と硫安を組み合わせた施肥体系により、10a 当たり肥料費を 5,635 円削

減、③ドローンの導入により、作業時間をおよそ 70％程度削減、できたことが報告された。 
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＜実証事例 4 件の報告＞ 

 

事例 1：久慈地域での取り組み（生分解性マルチと点滴かん水技術） 

紹介者：久慈農業改良普及センター 上席農業普及員 千田 裕 氏 

当該事例は、令和 6 年度に岩手県久慈地域のピーマン産地で行われた生分解性マルチと自動かん水

装置を利用した点滴かん水に関する実証試験の成果を報告したものである。生分解性マルチが生育に

与える影響の実証では、実証区と慣行区で差が認められなかった。作業時間については、マルチの片

づけ作業が大幅に短縮され、高価な生分解性マルチの経費負担は、労働時間の節約によりカバーでき

ることが示された。 

ソーラー式の自動かん水装置の検証では、点滴かん水チューブの点滴孔を 10cm 間隔とすること

で株元かん水の作業工程が省かれ、かん水管理時間が慣行の 1.8 時間から 0.1 時間に大幅に短縮し

た。 

次年度の実証では、すき込んだ生分解性マルチのピーマンの生育に与える影響、減肥の可能性の検

討が計画されている。 

 

 

 

 

 

図事例 1-２ 生分解性マルチの経済性 

図事例 1-３ 自動かん水装置と株元かん水の省力効果 

図事例 1-1 生分解性マルチの生育効果 
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事例 2：防虫ネットと天敵利用によるトマト虫害の防止 

紹介者：岩手県農業研究センター 主任専門研究員 村上 珠利 氏 

当該事例は、令和５～6 年度

に岩手県北上市と盛岡市で実

施されたトマト栽培で問題と

なるアザミウマ、コナジラミの

防除に関する実証結果である。

実証の対象としたのは、防虫ネ

ットと天敵昆虫タバコカスミ

カメ製剤の防除効果である。防

虫ネットについては、北上市の

実証では、0.8mm 目合いの赤

色ネットでオンシツコナジラ

ミを対象、盛岡市の実証では

0.4mm 目合いの白色ネットで

タバココナジラミの防除を対

象とした。 

 

 

図事例２-１ 岩手のトマト栽培で問題となる害虫 

図事例２-２ 天敵利用によるコナジラミの防除効果 
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タバコカスミカメ放飼の効果では、北

上市の R5 年度の実証では慣行区の殺虫

剤使用回数 13 回を、天敵利用で 5 回に

削減、R６年度は慣行区の殺虫剤使用回数

8 回に対して天敵利用区では 4 回に削減

できた。以上の結果から、天敵利用で殺虫

剤使用回数を半減できる可能性が示され

た。しかし、天敵がコナジラミを食べつく

し、エサが少なくなった時に天敵がトマ

トの茎や果実を吸汁する食害が発生した。

また、コナジラミが猛威を振るう前に、い

かに早くハウス内に天敵を広げられるか

が防除効果を大きく左右することが確認

できた。 

また、今回実証した技術については、生産者の特性によって推薦できる人と、できない人があるこ

とが指摘された。 

 

事例 3：水稲の自動水管理＋流し込み追肥＋ドローン栄養診断 

紹介者：盛岡農業改良普及センター 上席農業普及員 臼井 智彦 氏 

 

図事例２-3 実証技術を推奨できる人、できない人 

図事例 3-１ プラスチック被覆肥料の効果と課題 
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当該事例は、プラスチック被膜肥料

削減技術として、ドローンセンシング・

流し込み施肥・自動水管理システムの

活用可能性を岩手県紫波町の農事組合

法人で実証したものである。ドローン

センシングについては、岩手県農業研

究センターで実証され有効性が確認さ

れたドローンと簡易な画像解析ソフト

で分析できるシステムを採用した。ま

た、動力散粒機や乗用管理機による作

業が不要な流し込みの手順を明確にす

るとともに、自動水管理システムの導

入で水管理時間の大幅な削減と除草剤の効果の安定化が実証された。 

ドローンによる生育診断では生育量の違いを把握できることが確認できた。流し込み:施肥について

は、生育ムラを補正することはできないが、肥料が均一に拡散する効果があり、省力的な追肥技術と

して農家から高い評価を得た。自動水管理システムは水管理労働の軽減に大きな効果があるが、圃場

が多くなると、導入コストが高く、多くの圃場に導入することは難しい。 

 

 

 

事例 4：バイオスティミュラント（BS）資材による化学肥料使用量の削減  

紹介者：JA 全農いわて 園芸部 園芸特産課長 佐々木 章 氏 

当該事例は、バイオスティミュラント（BS）資材による化学肥料使用量の削減に関する実証結果を

整理したものである。バイオスティミュラントに関しては、様々な定義があるが、ここではアメリカ

の定義「種子、植物、根圏、土壌、またはその他の生育培地に適用された場合、植物の本来のプロセ

スを補助し、それによって栄養素の利用可能性、取り込みまたは利用効率、非生物的ストレスに対す

図事例 3-２ 実証した 3 つの対策技術 

図事例 3-3 流し込み追肥技術のポイント 図事例 3-4 水管理システムの導入効果 
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る耐性、およびその結果としての成長、発育、品質、または収量を改善する作用を有する物質、微生
物、またはそれらの混合物」（農水省資料 バイオスティミュラントの現状と課題について 令和７

年２月）と理解しておく。 

この実証では、ビール酵母由来の BS 資材をりんどう・小菊・きゅうり・ピーマン・りんごなどに

葉面散布して、収量の向上効果、リン酸、カリウム、苦土、石灰の吸収効率が実証された。また、高

温乾燥耐性付与 BS については、りんどう・小菊・鉢花（シクラメン）・キャベツ・レタスを対象に、

セル苗ドブ漬、土壌潅水によってその効果が実証された。 

ビール酵母由来 BS では、小菊の 10％減肥圃場で慣行施肥圃場と同等の収量が確保できた。きゅ

うりでは、リン酸、カリウム、苦土、石灰の吸収効率向上効果を確認したが、りんどう・きゅうり・

ピーマン・りんごでは、収量増加・品質向上効果を確認できなかった。高温乾燥耐性付与 BS につい

ては、シクラメンではドブ漬後の定植で根張が良く生育過程での株落ちが著しく低減するとともに、

病害虫の発生が低減し商品化率が向上した。キャベツ・レタスでは、定植後のかん注散布・土壌かん

水を行ったが、セル苗ドブ漬ほどの効果を確認できなかった。 

以上は、令和 6 年度の実証成果であるが、令和 7 年度は施用方法によりＢＳ資材の効果発現は異

なることから、品目毎・生育フェーズ毎に最適な資材・施用方法を見出す実証が必要であることが想

定できた。 

 

 

 

図事例４-１ BS 資材投入効果実証の枠組み（R6 年度） 
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総括講演：「グリーンな栽培体系への転換技術」 

農研機構 東北農業研究センター 緩傾斜畑作研究領域長 関矢 博幸 氏 

 

総括講演では、「グリーンな栽培体系への転換技術」と題して、主に東北農研が支援するサポート

事業の事例、ならびに現在実施している農水省委託プロジェクト研究事例（水稲・子実トウモロコ

シ・大豆のブロックローテーションプロ）について報告が行われた。令和 6 年度に東北農研が支援

しているグリーンな栽培体系への転換サポートでは、岩手県における効率的な薬剤散布を可能にす

る斑点米被害ハザードマップの開発・実証結果が広告された。また、秋田県のえだまめの減肥栽培

の支援では、早生の緑肥 2 種を混播しエダマメ早生品種と組み合わせる作型で減肥と収量向上が実

図事例４-2 ビール酵母由来 BS 資材の投入効果 

図事例４-3 高温乾燥耐性 BS 資材の投入効果 
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現できることを示した。また、子実用とうもろこしを導入した高収益・低投入型大規模ブロックロ

ーテーション体系の構築に関する研究計画が紹介され、作業能率および収量向上の実現による収益

５％向上、化学肥料使用量 30％削減の実現を目指すことが報告された。また、これまで実施した農

水省の委託プロジェクト研究では、2 年間の実証試験において、2 年目に大豆 374kg/10a、子実

とうもろこし 838kg/10a、水稲乾田直播 559kg/10a の多収が実現できたことが報告された。 

 

 

 

 

図総括１ 東北農研におけるグリーンな栽培体系への転換サポート支援例

図総括２ 東北農研におけるグリーンな栽培体系への転換サポート支援例
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図総括４ 実証試験で実現出来た大豆・子実トウモロコシ・水稲の収量 

図総括３ 水稲・子実トウモロコシ・大豆の大規模輪作体系開発・実証計画 
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参加者による意見交換：「グリーンな栽培体系への転換サポート事業」を実施してみて  

ファシリテーター：東北ハイテク研究会 齋藤 雅典 氏 

参加者による意見交換では、使用後の生分解マルチを土中にすき込む場合の問題点の有無、バイオ

スティミュラント資材の有効性と農家の反応、防虫ネットの色の違いの害虫防除効果、点滴かん水チ

ューブのかん水間隔の違いの効果、流し込み施肥とドローンによる肥料散布の効果の違い等について

質疑が行われた。また、各実証試験における実証参加ならびに周辺農家の反応や導入意欲について質

問が行われ、圃場試験の成果は農家から高評価を得ているという回答が行われた。さらに、グリサポ

事業における 5 年間のフォローアップの内容、更に実証を継続したい場合への対応に関する質問が農

政局に対して出された。フォローアップについては、実証試験後の現地での技術導入などの動きを把

握しておいて欲しいという要望が農政局から出された。また、2 年を超えて事業を実施することは制

度上難しいという回答があった。 

グリサポ事業が現地で、多くの農家の注目を受けるような形で実証されていることが実感できたセ

ミナーであった。 

（参加者数 38 名） 


